
農村計画学会 2021年度秋期大会学術研究発表会プログラム 

 
１題あたり 20 分（発表 14 分，質疑 5 分，発表者入替 1 分） 
バッファタイム 10 分（各セッション） 

                    ＊発表番号の  囲みは、学会誌 39( 4)に掲載された論文の発表を示す。 

第１日 １２月１１日（土）     
 

8:50  
 

9:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10:30 
 
 

10:50 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12:00 
 

13:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17:00 

開会挨拶（会長：一ノ瀬友博，オンライン開催） 

 
学術研究発表〈セッションA：自然共生と農村〉（オンライン開催） 

コーディネーター：板川 暢（鹿島建設） 
 

1. 「獣害に強い集落づくり」支援における県の体制比較 
（副題）５県の比較による考察 

 山端直人（兵庫県立大学） 他2名 
 

2. 閉鎖水域における外来種ミシシッピアカミミガメの駆除実施計画の策定とその実効性の検証 
 谷口真理（㈱自然回復） 他4名 
 
  3. 栃木県農村部における淡水魚名の多様化要因と継承の可能性 
  守山拓弥（宇都宮大学） 他1名 
 

4. 栃木県那珂川町におけるイワウチワ・カタクリの開花景観を活かした地域活性化の実践過程 
 大澤啓志（日本大学） 
 
 ◎バッファタイム 10分 
 

休憩 

 
学術研究発表〈セッションB：多様な関係人口の創出〉（オンライン開催） 

コーディネーター：大石 卓史（近畿大学） 
 

1. 都市居住者の農山漁村滞在型旅行における旅行動機と旅行志向に関する研究 
 佐藤彩生（農林中金総合研究所） 他1名 
 

2. 豪雪地帯からの高齢者の二地域居住の変遷とその背景 
（副題）新潟県十日町市松代地域からの移住を事例に 

 渡部鮎美（筑波大学） 
 

3. 関係人口受け入れの地域側要素の検討 
（副題）経験知からの抽出と受け入れ実態調査から 

 小林悠歩（神戸大学） 他1名 
 
 ◎バッファタイム 10分 
 

昼食休憩 

秋期シンポジウム（オンライン開催） 
テーマ：不確実性に挑む農村計画 －災害対応においてどのように意思決定がなされたか－ 

 
講演１：小野寺徳雄 氏（元岩手県庁／㈱昭和土木設計） 
講演２：神谷 未生 氏（岩手県大槌町 おらが大槌夢広場） 
講演３：村上 俊一 氏（宮城県気仙沼市 浜商栄会事業協同組合） 
講演４：川井 縁  氏（宮城県丸森町） 
講演５：鈴木 亮平 氏（福島県南相馬市 NPO法人urban design partners balloon） 

 
  



第２日 １２月１２日（日） 
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16:20 

 
学術研究発表〈セッションC：持続的な農地利用に向けた要因〉（オンライン開催） 

コーディネーター：守田 秀則（岡山大学） 
 

1. GISによる広域的な圃場分散状況の把握と農地中間管理事業の評価 
 岡村伊織（明治大学大学院） 他2名 
 

2. 農振農用地区域における非農地判断制度の導入が農地の維持管理に及ぼす影響 
（副題）愛媛県松山市を事例に 

 藤原千里（愛媛大学大学院） 他1名 
 
  3. 『農業版ハザードマップ』の作成プロセスと意義 

（副題）愛媛県松山市興居島を事例として 
  間々田理彦（愛媛大学） 他3名 
 
 ◎バッファタイム 10分 
 

休憩 

 
学術研究発表〈セッションD：農に関わる人材の意識〉（オンライン開催） 

コーディネーター：松下 京平（滋賀大学） 
 

1. 農業大学校における研修生の潜在的経営志向 
（副題）研修コースの開講形態の違いに着目して 

  吉田真悟（農林水産政策研究所） 他2名 
 

2. 精神健康に困難を抱える人が農業を通じて体験していること 
（副題）質的調査 

 徳重誠（東京大学大学院） 他3名 
 

3. Influencing Factors of College Studentʼs willingness to be a Candidate of Grassroot Employment 
Project in China 

（副題）Case Study of the Selected College Student Village Official in Shandong Province 
 Shuai WANG（Graduate School of Agricultural Science, Kobe University） 他2名 
 

4. 農によるエンパワメントと包摂的発展 
（副題）人間発達を目標とする社会的農業の事例研究 

 井上果子（宮崎大学） 他1名 
 
 ◎バッファタイム 10分 
 

昼食休憩 
理事会・評議員会（オンライン開催） 

 
ミニシンポジウム１ 主催：企画委員会 
 
テーマ：農村計画研究10年の輪郭 
 

休憩 

 
ミニシンポジウムⅡ 主催：脱炭素特別委員会 
 
テーマ：脱炭素の受け止め方 
 

閉会挨拶（会長：一ノ瀬友博，オンライン開催） 

 


